
今月の表紙は、こせき接骨院、小関 邦彦 氏です。ジコサポではジコサポ日本 いわき支部長をされています。
小関先生は、この度ジコサポにて発行した『交通事故むち打ち・頭部ガイドブック』にも、寄稿されていらっしゃ
います。
ご自身の院『こせき接骨院』でも、交通事故治療だけにとどまらず、アロマケアや骨盤矯正プログラム、冷え性対
策など女性に優しい治療も沢山されています。

■ ジコサポとの出会い
ネット見てピン来ました。これからは、自分の事だけを考えて行動してはいけないと。自分の特技をいかしつつ、
社会貢献するかが大切になります。
このジコサポは、単純な集客ではなく、異業種の方らと対等になり、困っている方を救うという理念を持ってい
ます。それはとても素晴らしいことだと思い、小さい力ではありますができる限り広めていきたいと思っています。

■ 今後の抱負
社会貢献や世界平和などというとあまりにスケールが大きすぎて、何をどうしたらよいかさっぱりわかりません。
ボランティアもいいですが、自分達には、特技があります。これを生かしてもっともっとすごいことができるので
はないでしょうか？今、私が強く望むことがあるとすれば、同じような志を持つ仲間を増やすことにつきます。困っ
ている人、迷っている人はたくさんいます。その方々のお役に立つことこそが、自分の生き甲斐であり、継続し広め
ていくのがライフワークです。
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ジコサポ活動報告

◆東京支部にて、交通事故 頭部・むち打ちガイドブック講習会を開催しました。
交通事故 頭部・むち打ちガイドブックを作ったジコサポ東京安芸先生の主催で

「幸せになる方法 能力UPはいらない 高次脳機能障害 治療の最前線で見えてきた
こと」と題した講演会が、池袋で開かれました。共にガイドブックを作った深川和
利医師をお招きし、お話をしていただきました。

◆交通事故専門士が1,600名を突破しました。
2013年11月の設立から3年、現在、交通事故専門士資格取得者は1,600名を突破しました。
今後も「国家認定」資格を目指し活動を行ってまいります。
そして、今月も各地で交通事故専門士資格取得講習会が開かれました。では、各地の講習会の様子をどうぞ。

【浜松支部】
11月12日、ジコサポ浜松支部にて行われました交通事故専門士資格取得講習会にて中級
交通事故専門士が2名誕生しました。以前より中級のご受講を希望されていて、今回は、東京、
三重より、浜松までお越し下さってのご参加でした。
【沖縄支部】
11月13日、沖縄でも、新たに4名（初級が2名、中級が2名）誕生しました！
そして、12月1日、「交通事故専門士 出張講習会」にて沖縄で新たな交通事故専門士が誕
生しました。取得されたのは、TEAM西部トラベルレーシングのDriver 伊波 哲也氏です。伊
波さんは、自身がレーサーとして活躍する一方、事故の少ない車社会、未来の優秀な若手プロ
ドライバーの育成を目指し、単なるドリフト推奨するのではなく「公道からサーキットへ」を
合言葉に事故の少ない車社会、未来の優秀な若手プロドライバーの育成を目指されています。
私たちジコサポ沖縄も同じ理念を掲げ活動しており、ジコサポ沖縄支部として、伊波ドライ
バーを応援する一方、伊波ドライバーも私たちの活動を支援して下さっています。交通事故専
門士として、同じ理念を持つ者として、今後もコラボレーションをしながら社会の役に立つ活動を進めて行きます。
沖縄支部、次回は2017年1月21日に開催予定です。

【仙台支部】
11月24日、仙台で7回目の交通事故専門士資格取得講習会を行いました。今回は、交通
事故調査機構の佐々木先生も特別参加して下さいました。仙台市以外からの受講者もおられ、
中級3名、初級9名の資格者が誕生しました。

◆今月の道路清掃活動
【仙台支部】
仙台支部12月度の道路清掃が12月11日に行われました。当日は
朝、雪が降っていたそうです。雪空の中、参加いただいた皆さまに感謝
いたします。
【浜松支部】
12月度道路清掃は12月18日に予定しておりましたが、当日、不発弾処理に伴う非難区域に指定されたため
参加者の安全を考慮し、中止とさせていただきました。


